
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都学生祭典とは、2003 年に「21世紀に新たな京

都発のムーブメントを興す」という思いから誕生

した、平安神宮前・岡崎プロムナード一帯で毎年 10

月に行われている学生プロデュースのお祭りで

す。私たちは京都中の皆様にこのお祭りを知って

いただいたり、愛していただいたりすることを目

指して、祭りを作り上げる活動の一環として、年間

を通した地域交流活動を積み重ねて、地域の方々

との間に結ばれる縁を大切にしています。 

京都中から愛される「学生のまちの祭り」を目指して 

京都学生祭典実行委員会（2003～) 
 

活動趣旨 

・京都を活気づけ、感動・笑顔を創出する 

・京都の一員として、地域社会との繋がりを尊重する 

・京都で学び、地域社会と共に魅力を広く発信する 
 

※2019 年度は 27 大学 257 名が活動を行った。 
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京都学生祭典実行委員会 

 

 

連携メンバー： 

岡崎自治連合会、三条まちづくり協議会、大学コ

ンソーシアム京都、京都市、京都府など 

活動地域：左京区、中京区   活動時期：平成 30 年 11 月～ 

第 17 回京都学生祭典 

～京都中から愛される「学生のまち・京都」の祭りづくりへの挑戦～ 

地域を繋ぐイベントに学生が参加 

京都市中京区の 2 月 3 日に開催された「春を呼ぶ

三条高倉もちつき大会」に参加しました。このもち

つき大会は三条まちづくり協議会さんと京都学生

祭典とが協力して行いました。実行委員が地域の

方々や子どもたちともちつき体験のお手伝いや、

出来立てのおもちを振る舞うお手伝いをしまし

た。交流活動を通して、学生が地域を盛り上げて、

学生側もたくさんのことを学ぶ win-win な交流活

動ができました。他にも、夏祭りなど、今年度は 11

の地域イベントのお手伝いを行いました。 

夜間パトロールに学生が参加 

京都市左京区の岡崎地域では毎月20日に実行委員

が地域の夜間パトロールに参加しています。夜間

パトロールでは地域の方々と学生とで複数の班に

分かれ、地域中に防犯や防火を呼びかけます。月に

一度の活動ですが、安全ですみやすいまちづくり

のために、多くの実行委員が継続して参加してい

ます。夜間パトロール中に「ご苦労様」と声をかけ

ていただくことも多く、地道な活動が実を結んで

いることを実感します。 

「学生のまち・京都」の象徴になるために 

今年度の京都学生祭典実行委員会の活動では、地

域交流において、「地域の伝統や文化を学生が学び

担うこと」や「環境に配慮した取り組みを学生と地

域で協働する」などの試みにも挑戦することがで

きました。 

これからも学生と地域との連携を大切にして、京

都中の皆様に愛され、学生のまち・京都の象徴とな

り、京都四大祭りとなることを目指して活動して

いきます。 


